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空
間
と
い
う
も
の
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
は
、

（
人
文
）
地
理
学
、
文
化
人
類
学
、
社
会
学
等
の
中
で
古
く
か
ら
議
論
さ
れ

て
き
た
。
同
様
の
問
い
を
持
つ
本
著
は
、
十
九
世
紀
末
期
か
ら
一
九
五
〇
年

代
初
期
ま
で
の
、
日
本
か
ら
の
朝
鮮
・
満
州
・
台
湾
へ
の
観
光
の
研
究
を
通

じ
て
、
大
日
本
帝
国
主
義
の
空
間
に
対
す
る
政
治
（spatial politics

）
を
分
析

す
る
も
の
で
あ
る
。
本
著
に
は
大
き
く
二
つ
の
軸
が
あ
り
、
一
つ
目
は
大
日

本
帝
国
の
政
治
で
あ
る
。
大
日
本
帝
国
が
い
か
に
、
彼
ら
が
「
外
地
」
と
呼

ぶ
植
民
地
の
住
民
を
服
従
さ
せ
、
領
有
し
た
土
地
を
支
配
し
て
き
た
か
を
検

討
す
る
。
そ
し
て
国
民
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
外
地
ま
で
広
げ
ら

れ
る
過
程
で
、
場
所
と
い
う
概
念
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
通
し
て
帝
国

主
義
が
正
当
化
さ
れ
た
こ
と
を
分
析
す
る
。

　
二
つ
目
の
軸
は
観
光
で
あ
る
。
本
著
は
帝
国
政
府
が
「
国
土
」
を
直
接
的

ケ
イ
ト
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

『
帝
国
を
位
置
づ
け
る

 

―
大
日
本
帝
国
に
お
け
る
旅
と
社
会
的
想
像
』
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デ
・
ア
ン
ト
ー
ニ
　
ア
ン
ド
レ
ア

に
体
験
さ
せ
る
た
め
の
制
度
と
し
て
全
帝
国
レ
ベ
ル
で
機
能
さ
せ
た
観
光

に
焦
点
を
当
て
、
大
日
本
帝
国
に
お
け
る
空
間
に
対
す
る
政
治
を
検
討
す

る
。
著
者
は
観
光
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
空
間
的
イ
メ
ー
ジ
（spatial 

im
aginary

）
と
空
間
・
場
所
に
お
け
る
想
像
が
、
支
配
の
政
治
と
、
日
本
と

植
民
地
と
の
差
異
の
構
築
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
察
す
る
。

　
著
者
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
歴
史
学
、
地
理
学
の
枠
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
論
に
も
基
づ
き
な
が
ら
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
日

本
帝
国
の
中
で
観
光
が
構
築
さ
れ
る
過
程
を
考
察
す
る
た
め
に
、
近
年
社
会

科
学
や
人
文
学
の
中
で
注
目
さ
れ
る
、
情
動
（affect

）
と
感
情
の
概
念
も
取

り
込
ん
で
い
る
。
以
下
で
は
本
著
の
構
成
と
内
容
を
紹
介
す
る
。

　
本
著
は
四
つ
の
パ
ー
ト
か
ら
成
る
。
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
説
明
す
る
序

論
、
帝
国
が
「
文
明
化
」
を
軸
に
行
な
っ
た
、
空
間
に
対
す
る
政
治
に
注
目
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す
る
「
第
一
部
」（
第
一
章
と
第
二
章
）、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
大
日
本
帝

国
が
危
機
を
迎
え
た
結
果
、
い
か
に
「
多
文
化
の
地
理
」
へ
と
変
化
し
た
か

を
考
察
す
る
「
第
二
部
」（
第
三
～
第
五
章
）、
そ
し
て
最
後
の
一
章
で
あ
る

「
結
論
」
で
あ
る
。

　
序
論
で
は
理
論
的
な
議
論
と
本
著
の
目
標
が
提
示
さ
れ
る
。
著
者
の
議
論

の
出
発
点
の
一
つ
は
、
明
治
政
府
が
北
海
道
を
併
合
し
た
一
八
六
八
年
か
ら
、

正
式
に
台
湾
な
ど
の
植
民
地
を
放
棄
し
た
一
九
五
二
年
ま
で
の
間
、「
日
本

政
府
は
法
律
・
政
治
的
に
国
土
と
植
民
地
化
し
た
領
土
を
区
別
す
る
よ
う
な

単
独
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
」（p. 1

）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　「
文
明
化
の
地
理
（the geography of civilization

）」
と
題
さ
れ
る
第
一
部
は
、

日
本
が
帝
国
化
し
領
土
を
獲
得
し
は
じ
め
た
日
清
戦
争
の
時
代
か
ら
一
九
一

〇
年
代
ま
で
の
時
期
に
着
目
す
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
こ
の
時
期
に
お
い
て

は
「
国
土
」
と
い
う
概
念
の
定
義
は
あ
い
ま
い
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
か

ら
の
旅
行
者
が
朝
鮮
や
満
州
の
観
光
地
で
情
動
的
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
を

政
府
が
支
援
す
る
こ
と
で
「
国
土
」
は
実
質
化
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の

時
代
に
お
い
て
は
「
文
明
化
さ
れ
た
日
本
」
と
「
文
明
化
さ
れ
て
い
な
い
領

土
」
が
対
立
的
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
、
旅
行
者
が
残
し
た
資
料
に
基
づ

き
な
が
ら
示
し
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
帝
国
の
旅
行
者
が
新
し
い
領
土
を
「
国
土
」
と
し
て
経
験

し
、
情
動
的
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
植
民
地
が
「
国
民
」
を
再
定
義

す
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
、
内
地
の
学
生
が
新
し
く
従
属
し
た
領
土
へ
の
視
察
旅
行
に
行
っ
て

い
た
こ
と
や
植
民
地
の
社
会
的
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
が
内
地
の
都
市
に
旅
行

し
て
い
た
こ
と
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
直
接
的
経
験
に
基
づ

く
情
報
を
広
げ
て
い
く
主
体
が
、
政
府
に
よ
り
戦
略
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た

と
論
じ
、
そ
の
過
程
を
新
聞
記
事
や
学
生
の
報
告
書
、
日
記
等
の
史
料
に
基

づ
き
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
に
よ
っ
て
政
府
が
日
本
の
国
民
や
国
土

に
対
す
る
一
体
感
を
醸
成
し
、
領
土
拡
大
を
肯
定
す
る
よ
う
な
国
民
的
感
情

を
作
っ
た
と
論
じ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
地
理
的
な
位
置
が
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
と
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
内
地
人
と
外
地
人
と
い
う
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
的
な
社
会
的
想
像
を
再
生
産
し
た
と
主
張
す
る
。

　
第
二
章
は
、
内
地
人
用
の
台
湾
、
朝
鮮
、
満
州
へ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
着

目
す
る
。
そ
こ
で
は
、
内
地
で
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
総

督
府
や
朝
鮮
総
督
府
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
も
の
も
扱

わ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
旅
行
者
の
経
験
す
る
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
大
日
本
帝
国
政
府
が
い
か
に
植
民
地
に
対
す
る
支
配
を
正

当
化
し
た
か
を
分
析
す
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
政
治
・
経
済
・
国
家
主
義

と
い
う
三
つ
の
「
モ
ー
ド
」
に
基
づ
き
、
植
民
地
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
、

「
文
明
化
さ
れ
た
」
大
日
本
帝
国
と
関
係
に
よ
っ
て
描
き
な
お
し
た
。
そ
の

結
果
、
植
民
地
の
住
民
は
自
ら
の
土
地
と
の
関
係
が
切
断
さ
れ
た
と
論
じ
る
。

例
え
ば
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
植
民
地
の
港
・
ダ
ム
等
の
イ
ン
フ
ラ
は
大

日
本
帝
国
だ
け
に
開
発
さ
れ
た
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
、
建
設
に
動
員
さ
れ
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た
現
地
の
住
民
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
描
く
こ
と
に

よ
っ
て
植
民
地
の
住
民
は
「
場
所
か
ら
浮
遊
し
た
存
在
」（out of place

）
と

な
り
、
隅
々
ま
で
文
明
化
さ
れ
た
と
さ
れ
る
想
像
的
な
「
大
日
本
帝
国
」
の

中
に
再
位
置
づ
け
さ
れ
た
と
主
張
す
る
。

　「
多
文
化
の
地
理
（the geography of cultural pluralism

）」
と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
付
け
ら
れ
て
い
る
第
二
部
は
、
一
九
一
〇
～
三
〇
年
代
に
着
目
す
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
朝
鮮
、
中
国
、
台
湾
で
起
こ
っ
た
反
乱
の
結
果
、
そ

れ
ま
で
地
理
的
領
域
や
文
明
／
非
文
明
と
い
う
軸
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
て

き
た
内
地
と
外
地
、
あ
る
い
は
内
地
人
と
外
地
人
と
い
う
区
分
か
ら
、
文
化

的
領
域
と
民
族
と
い
う
よ
り
包
括
的
な
言
説
に
基
づ
く
か
た
ち
に
再
構
築
さ

れ
た
が
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

　
第
三
章
で
著
者
は
、
帝
国
の
空
間
に
関
す
る
政
治
が
、
移
動
の
自
由
と
い

う
理
念
的
な
側
面
で
も
観
光
と
い
う
実
践
的
な
側
面
で
も
「
移
動
」
を
重
視

し
て
い
た
と
主
張
す
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
そ
れ
ま
で
エ
リ
ー
ト
に
限

ら
れ
て
い
た
観
光
は
大
衆
化
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
は
外
地
人
と
内
地

人
の
同
化
や
様
々
な
民
族
の
平
等
と
い
う
理
想
的
な
価
値
観
が
喧
伝
さ
れ
る

と
同
時
に
、
外
地
に
お
け
る
労
働
者
や
左
翼
活
動
家
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る

な
ど
帝
国
内
に
新
た
な
境
界
が
作
ら
れ
た
結
果
、
移
動
の
可
否
に
よ
っ
て
国

民
の
間
に
も
新
た
な
境
界
が
構
築
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
観
光
に
関
わ
る

組
織
が
「
国
民
」
の
移
動
の
自
由
を
喧
伝
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
植

民
地
か
ら
移
動
し
よ
う
と
し
て
い
た
外
地
人
の
資
料
か
ら
は
、
移
動
が
実
際

に
は
制
度
的
に
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
第
四
章
は
、
固
定
的
な
民
族
・
文
化
と
紐
づ
け
ら
れ
概
念
化
さ
れ
た
「
領

土
」
を
基
盤
と
し
て
作
ら
れ
た
、
観
光
を
め
ぐ
る
言
説
に
注
目
す
る
。
特
に

そ
の
中
心
と
な
る
の
は
「
地
方
色
」（local color

）
で
あ
る
。
主
に
外
地
に

お
け
る
反
帝
国
主
義
的
思
想
の
広
ま
り
と
内
地
の
都
市
に
お
け
る
消
費
文
化

の
普
及
に
よ
っ
て
、
観
光
に
関
す
る
広
告
は
外
地
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
特
色

や
内
地
の
都
市
と
の
差
異
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
政
府

な
ど
植
民
地
主
義
を
推
進
す
る
組
織
は
、
文
化
と
言
語
の
差
異
に
基
づ
き
民

族
自
決
す
る
べ
き
だ
と
い
う
朝
鮮
、
台
湾
、
中
国
の
独
立
運
動
の
主
張
を
流

用
し
、
差
異
を
強
調
し
た
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
観
光
の
魅
力
と
し
て
内
地

の
都
市
民
に
売
り
こ
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
著
者
は
、
大
日
本
帝
国

は
統
一
的
な
地
理
的
存
在
で
あ
る
よ
り
「
共
生
可
能
な
多
様
な
文
化
を
持
つ

地
域
で
あ
り
、
多
数
の
民
族
体
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
国
体
」（p. 105

）
と
し

て
想
像
さ
れ
て
い
た
と
論
じ
る
。
ま
た
、
歴
史
や
労
働
文
化
、
風
景
等
に
基

づ
い
て
「
地
方
色
」
を
定
義
づ
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
さ
ら
な
る
台
湾
の
先

住
民
の
土
地
の
奪
取
等
を
含
む
、
新
た
な
排
他
的
実
践
を
正
当
化
し
た
と
主

張
す
る
。

　
第
五
章
で
は
国
土
と
旅
行
者
の
情
動
的
関
係
に
注
目
す
る
。
著
者
は
旅
行

者
の
語
り
を
分
析
し
な
が
ら
、
彼
ら
が
国
土
を
多
文
化
的
な
空
間
と
し
て
捉

え
る
一
方
、
内
地
人
と
外
地
人
の
間
の
上
下
関
係
を
経
験
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
日
本
語
の
言
語
能
力
が
「
帝
国
の
旅
行
者
を
言
語
の
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能
力
と
適
切
さ
の
審
査
員
（exam

iners

）
と
し
、
植
民
地
化
さ
れ
た
者
を
審

査
さ
れ
る
側
と
し
て
位
置
づ
け
る
よ
う
な
帝
国
文
化
の
新
し
い
階
層
制
度
」

（p. 159
）
を
構
築
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
た
と
論
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
植

民
地
の
住
民
は
基
本
的
に
未
熟
な
国
民
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
彼
ら
が
完

璧
な
日
本
語
能
力
を
習
得
し
た
場
合
は
、
従
属
す
る
外
地
人
た
ち
か
ら
開
拓

す
る
側
の
内
地
人
と
近
い
者
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
主
張
す

る
。

　
結
論
で
は
、
大
日
本
帝
国
が
植
民
地
を
喪
失
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
、

帝
国
の
観
光
を
担
っ
て
い
た
機
関
に
よ
る
国
土
の
再
構
築
と
再
位
置
づ
け

（re-place

）
に
注
目
す
る
。
例
え
ば
、
戦
後
に
行
な
わ
れ
た
外
国
人
を
招
く

た
め
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
帝
国
主
義
の
過
去
を
脱
構
築
す
る
も
の
だ
っ

た
。
ま
た
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
の
観
光
に
お
い
て
、
北
海
道
や
沖
縄
は
帝
国

に
お
け
る
外
地
の
よ
う
に
、
多
文
化
主
義
を
担
う
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
表
象
さ
れ
続
け
た
。

　
本
著
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
新
聞
記
事
、
日
記
、
紀
行
等
の
多
様
な
一
次
資

料
に
基
づ
き
、
大
日
本
帝
国
の
構
築
過
程
に
新
た
な
光
を
当
て
た
。
ま
た
、

政
治
・
空
間
・
権
力
の
相
互
関
係
の
通
時
的
な
変
容
の
あ
り
方
を
示
し
た

の
も
本
著
の
大
き
な
貢
献
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
筆
者
に
と
っ
て
不

足
に
感
じ
た
点
が
二
点
あ
っ
た
。
一
点
目
は
、
情
動
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

本
著
は
旅
行
者
の
情
動
的
反
応
や
観
光
地
に
お
け
る
情
動
的
空
間
を
と
り

あ
げ
る
な
ど
、「
情
動
」
を
重
要
な
タ
ー
ム
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、

哲
学
や
文
化
人
類
学
な
ど
様
々
な
分
野
で
議
論
さ
れ
て
い
る
情
動
に
関
す
る

議
論
の
流
れ
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
著
の
情
動
に
対
す
る
理
論
的
貢

献
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
旅
行
者
の
情
動
・
感
情
的
な
反
応
と
空
間

と
の
関
連
性
を
示
し
た
こ
と
は
、
本
著
の
大
き
な
貢
献
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
が
情
動
の
理
論
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
が
示
さ
れ
れ
ば
よ

か
っ
た
と
感
じ
た
。
二
点
目
は
形
式
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
の
語
り
は
非

常
に
強
い
一
貫
性
を
持
ち
、
様
々
な
理
論
的
枠
組
み
と
資
料
に
基
づ
く
情
報

を
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
議
論
し
て
い
る
。
し
か
し
、
著
者
が
基
づ
い
て
い
る

資
料
や
出
典
が
本
文
で
十
分
に
議
論
や
説
明
さ
れ
な
い
場
合
も
多
く
、
本
文

を
追
う
だ
け
で
は
論
点
が
著
者
の
主
張
で
あ
る
の
か
、
資
料
に
基
づ
い
た
も

の
な
の
か
が
不
明
な
部
分
が
散
見
さ
れ
た
。
本
著
の
豊
富
な
脚
注
を
丹
念
に

読
み
解
け
ば
、
そ
れ
を
追
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
料

や
出
典
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
著
作
で
あ
る
の
で
、
そ
の
提
示
の
仕
方
を
工

夫
し
た
方
が
、
よ
り
よ
い
読
書
体
験
を
提
供
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。




